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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もんじゅの燃料体の処理技術の確立について説明します。
 
まず、燃料体の処理とは何かについて、１ページ目の左側をご覧ください。
 
原子炉容器の燃料体を取り出す際には、赤い点線のとおり、一旦、炉外燃料貯蔵槽と言うナトリウムのタンクに移送します。
これを燃料体の取出しと呼んでいます。
その後、青い矢印のように、炉外燃料貯蔵槽から取り出し、燃料洗浄設備において付着したナトリウムを水で洗い落し、燃料池に移送します。
これを燃料体の処理と呼んでいます。
 
これらの作業においては、燃料出入機を用い、右側の図にあるグリッパというフックを開閉し、燃料体頂部のハンドリングヘッドをつかみますが、特に燃料体の処理においては、ナトリウム中の燃料を水あるいは空気の雰囲気に移送しますので、グリッパに付着したナトリウムが化合物となり、その化合物がグリッパを詰まらせる可能性という難しさがあります。
 
この推薦案件は、この難しさを克服し、燃料体の処理を極めて円滑に実施したものです。
 
２ページ目に進みます。
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